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＜ ・ ・ 年生＞

○ワークシート通信を利用した取り組み

木曜日の朝 ～ に設定されている

「はなまるタイム」で、「読売新聞ワークシー

ト通信」を活用し、新聞記事を読み、考えた

ことを交流する活動を行った。教科や難易度

を選ぶことができたため、子どもの状態や関

心に合わせて取り組むことができた。

＜ ・ ・ 年生＞

○やってみよう！切り抜き新聞

体育館や集会室に新聞を広げ、気になっ

た記事を切り抜く。

レイアウトを考えながら台紙に貼る。

新聞のテーマや記事感想を書き込む。

・ 年生は、床に新聞を広げ、気になっ

た記事や広告をどんどん切り抜いた。切り抜

く中で、自分の好きなことや今興味を持って

いることが見えてきて、友だちと協力したり

交換したりしながら楽しそうに記事を探して

いた。 年生は、「はなまるタイム」で行っ

た新聞記事の交流を活かし、テーマを決めた

うえで記事探しを行った。

文を書くことが苦手な児童も、記事自体に

マーカーで線を引いたり貼り付けのレイアウ

トを工夫したりすることで、大きな負担なく

世界に一つだけの新聞を作り上げることがで

きて、満足そうだった。

実践の振り返り

実践指定 年目の今年は、全校で に取

り組むことができた。低学年はまず新聞と触

れ合う、中学年は小学生新聞から読んでみる

など、児童の状況に応じて、新聞に親しむこ

とを第一に活動した。

【 年間 に取り組んだ 年生の感想】

・ に取り組むことで、新しい知識が取

り入れられたから嬉しかった。

・ニュースではやっていなかったことが記

事になっていて、世の中が今どうなって

いるのかに気づけてよかった。

・ を通して、文章を読むことも内容を

把握することも速くなったと思う。

・ 年間 をして、前よりも文を正しく

わかりやすく書けるようになりました。

・これからも新聞に触れて、新しい知識を

取り入れていきたいと思います。

記事を要約し、友だちと紹介し合うという

活動を通して、情報を読み取る力や文章力の

向上を感じている児童が多くいた。 年間、

プロの書いた正しい文章に触れたことや目的

をもって記事を読んだこと、考えを伝えあっ

たことで、着実に力が付いたのだと思う。感

想から、子どもたちは新聞から情報を得るこ

とを楽しんでいることが伺えたのが嬉しかっ

た。「新しいことを知るのは面白い」という

経験ができたことは、子どもたちの大きな財

産になると思う。今後もより良い の在り

方を探っていきたい。

自分たちが育てている

ミニトマトと比較して

読むことができた。

卵の価格が高騰すると

どんな影響があるのか

考えることができた。

「秋といえば」探しは

国語の俳句作りにも

つながった。

．3

－ 9 －



１． はじめに
本校の教育目標は、「確かな学力と豊かな心を

身につけ、何事にも自ら考え行動できる児童の育
成」である。昨年度の研究の反省から、本校の児
童は、新聞記事から必要な情報を取り出すことは
できているが、取り出した情報を基に自分の考え
を構築することや表現することに課題があること
が明らかとなった。そこで、今年度の研究を通し
て目指す子ども像を「社会的事象を自分事として
捉え、取り出した情報をもとに自分の考えを構
築・再構築し、表現できる児童の育成を目指して」
と設定した。児童に付けたい力を明確にした
活動の設定により、児童の変容を、１年を通して
追っていく研究としている。
２．今年度の実践 活動
➀ ワークシート活用 週末課題
必要な情報を取り出す力の育成をねらいとして、

業者または広報委員会の発行する新聞ワークシー
トを週末課題として取り組ませる。
４～６年児童対象に、「いじめ」「自然災害」「平

和」「環境保全」「キャリア教育」「安全指導」「情報
モラル」「 問題」「環境問題」「病気の予防」「資
源」「食育」の計１２種類の記事を扱った新聞ワー
クシートを毎週金曜に週末課題として配布する。
１～３年児童対象に、広報委員会の作成する学

校新聞を扱った新聞ワークシートや低学年対象に
作成された新聞ワークシートを毎週金曜に週末課
題として配布する。
➁ タイム
社会的事象を根拠に、自分の考えを構築する力

の育成をねらいとして毎週月曜の朝の時間に
タイムを設定する。
週末課題で扱った新聞ワークシートから、自分

が考えを深めたり広げたりする切っ掛けとなった

事象や文を選ばせ、そこから自分の考えたことや
思ったことをワークシートにまとめ、ペアで交流
をする。
➂学級会議
話し合いの視点と扱う記事を照らし合わせなが

ら自分の考えを構築・再構築する力を育成するた
めに、学級会議を設定する。
毎月第３週の火曜７校時 八幡塾 の時間を使い、

学級でテーマに基づいた話し合いの場を設定する。
広報委員会の提示するテーマについて、その月に
扱った新聞ワークシート２～３枚をもとに自分の
考えをワークシートにまとめる。そして、学級で
再度テーマについて、新聞記事を根拠とした意見
を発表させ、考えを深めさせる。話し合いは意見
者、意見支援者、投票者の３者にて話し合いを行
わせる。

④八幡小子ども会議
話し合いの視点と扱う記事を照らし合わせなが

ら自分の考えを構築・再構築する力を育成するた
めに、八幡小子ども会議を設定する。
毎月第３週の木曜集会の時間を使い、学級会議

と同様全校でテーマに基づいた話し合いを行う場
を設定する。広報委員会が司会を担い、 を用
いて学級会議と同じ流れで話し合い、まとめる。
※感染症拡大防止のため にて子ども会議を
行うが、第五類へ移行した際は、体育館で行う。

社会的事象を自分事として捉え、取り出した情報をもとに自分の考えを構築・再構築

し、表現できる児童の育成を目指して

佐伯市立八幡小学校 教諭 高野 誠太朗

・意見者：テーマに沿って過去に扱った新聞
記事を根拠とした意見を発表する。
・意見支援者：複数の意見からよい意見を選
び、よいと感じた理由を発表する。
・投票者：意見者、意見支援者の話を聞き、自
分が一番納得できた意見を選ぶ。
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４．各教科における新聞活用実践例
活用例①：国語科「 書くこと」
今年度は、本校児童の実態把握のために５月

に国語科「 書くこと」の単元の中で新聞を活用
した。この単元では、「佐伯市のみりょくを東京
アーティスツ合奏団に紹介しよう」という言語
活動を設定した。これは、学習指導要領〔 書く
こと〕⑵アの言語活動例「調べたことをまとめ
て報告するなど、事実やそれを基に考えたこと
を書く活動」を具現化し、自分たちの住む佐伯
市のみりょくを他県・他市から訪れる人々に、
リーフレットで紹介するという活動であった。
東京アーティスツ合奏団は、令和５年５月～６
月上旬までの期間に佐伯市の小学校で演奏する
ことになっており、本校は令和５年５月１９日
（金）に東京アーティスツ合奏団の演奏を鑑賞
した。その際に、４年生の児童は東京アーティス
ツ合奏団にインタビューを行った。「他県から来
る人々は佐伯市でどんなことをしてみたいのか」
などについて事前調査を行い、リーフレットに
どんな情報を載せたら喜んでもらえるかなどの
話し合いを行い、１人１人がそれぞれのリーフ
レットを作成するという内容であった。佐伯市
のグルメを紹介する新聞記事について、自分た
ちが紹介したい記事を選ばせ、必要な情報の取
り出しを行った。

制作物①：佐伯名物ごまだしうどんを紹介する
リーフレット

リーフレット作成に向け、児童は意欲的に学習に
向かうことができていた。児童に「何を使って調
べ学習をしていきたい？」と問うと、大半の児童
がタブレット インターネット と答えた。情報を
自由に投稿できる今の時代、調べ学習としては、
便利なツールと言えるが、情報の信頼性に欠けて
いたり、ネットトラブルがあったりと、授業者の
立場からは、積極的に活用させたいツールにはな
っていない。しかし、新聞という信頼性の高い学
習教材を活用することで、授業者も安心して授業
を進めることができるという声も研修を通してあ
がった。また、大分合同新聞の発行する新聞記事
は、地域に密着した内容がほとんどであるため、
児童の興味・関心が湧きやすく、本単元において
も多くの児童が、記事の写真や事象に能動的な反
応を示していた。

制作物②：かぼすブリを紹介するリーフレット

ワークシートの取り組み方と同様に、
新聞記事の言葉から、矢印をつなぎ、自分
の伝えたい情報にまとめることができて
いた。
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５ 研究を通して明らかになった
新聞ワークシートと学力向上の関連性

第４学年～第６学年の佐伯市学力調査【 読むことア】

４年度第３学年 ５年第４学年
○叙述を基に段落の内
容を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を下回った。

○叙述を基に段落相互
の関係を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を上回った。

○叙述を基に文章の内
容を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を ％上回った。

○叙述を基に文章の内
容を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を ％上回った。

４年度第４学年 ５年第５学年
○文と文との接続の関
係を理解し、文章の
内容を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を ％上回った。

○叙述を基に叙述を基
に文章の内容を捉え
ている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を ％上回った。

４年度第５学年 ５年度第６学年
○叙述を基に文章の内
容を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値と同じ数値の正答率

○叙述を基に文章の内
容を捉えている

目標値： ％
正答率： ％
目標値を下回った

○情報と情報との関係
について理解し、文
章の情報を整理して
いる

目標値： ％
正答率： ％
目標値を ％上回った

○情報と情報との関係
について理解し、文
章の情報を整理して
いる

目標値： ％
正答率： ％
目標値を ％上回った

今年度の ワークシートは、学習指導要領国
語科⑵情報の取り扱い方に関する事項アの定着を
図るための新聞ワークシートを精選した。
国語科における知識・技能の十分な定着から思

考・判断・表現の アに変容が見られると仮説
を立て、第４学年～第６学年を対象に取り組みを
実施した。
左記に記した表は、 アに関する項目について

ワークシートの改善を行う前の年度と改善後の年
度の変容を検証するために、佐伯市学力調査の結
果を抜粋したものである。
目標値を基準に分析すると、５項目中４項目が

昨年度より、目標値を上回っていることが分か
る。このことから、⑵情報の取り扱い方に関する
事項アの定着に絞った新聞ワークシートを活用す
ることに数値的効果が見られた。
また、 書くことにおいても、６学年中５学年

が、目標値、佐伯市の平均値をともに上回ること
ができていた。これは、新聞から自分の考えを書
かせる新聞スピーチや情報の取り扱い方に関する
事項の定着が要因であったと考えられる。

６．今年度の取り組みをふり返って
今年度で 指定校を受けて３年目となり、

ようやく学校の中での取り組み方が浸透してきた
１年間であった。昨年度までは、「新聞をどのよ
うに活用するのか」という視点で、研修では議論
を深め、活用の幅を広げていくことができた。今
年度は、「何のために新聞を活用するのか」新聞
を活用する目的に立ち返り、取り組み改善を行っ
てきた。各授業では、学習を深めたり、広げたり
するために、新聞を教材として活用することは大
変効果的である。しかし、児童が新聞に慣れ親し
むための取り組みの、積み上げがなければ、授業
の中で十分な新聞活用ができない。新聞を活用す
る目的と適切な活用方法について、今後も探って
いき、新聞にしかない価値を生かした学習活動を
仕組んでいきたい。

４．各教科における新聞活用実践例
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した。この単元では、「佐伯市のみりょくを東京
アーティスツ合奏団に紹介しよう」という言語
活動を設定した。これは、学習指導要領〔 書く
こと〕⑵アの言語活動例「調べたことをまとめ
て報告するなど、事実やそれを基に考えたこと
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（金）に東京アーティスツ合奏団の演奏を鑑賞
した。その際に、４年生の児童は東京アーティス
ツ合奏団にインタビューを行った。「他県から来
る人々は佐伯市でどんなことをしてみたいのか」
などについて事前調査を行い、リーフレットに
どんな情報を載せたら喜んでもらえるかなどの
話し合いを行い、１人１人がそれぞれのリーフ
レットを作成するという内容であった。佐伯市
のグルメを紹介する新聞記事について、自分た
ちが紹介したい記事を選ばせ、必要な情報の取
り出しを行った。

制作物①：佐伯名物ごまだしうどんを紹介する
リーフレット

リーフレット作成に向け、児童は意欲的に学習に
向かうことができていた。児童に「何を使って調
べ学習をしていきたい？」と問うと、大半の児童
がタブレット インターネット と答えた。情報を
自由に投稿できる今の時代、調べ学習としては、
便利なツールと言えるが、情報の信頼性に欠けて
いたり、ネットトラブルがあったりと、授業者の
立場からは、積極的に活用させたいツールにはな
っていない。しかし、新聞という信頼性の高い学
習教材を活用することで、授業者も安心して授業
を進めることができるという声も研修を通してあ
がった。また、大分合同新聞の発行する新聞記事
は、地域に密着した内容がほとんどであるため、
児童の興味・関心が湧きやすく、本単元において
も多くの児童が、記事の写真や事象に能動的な反
応を示していた。

制作物②：かぼすブリを紹介するリーフレット
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新聞記事の言葉から、矢印をつなぎ、自分
の伝えたい情報にまとめることができて
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（１）はじめに

本校の学校教育目標は「豊かな人間性を持

ち、たくましく未来を切り拓く生徒の育成」

である。その目標達成のための重点の一つに

「 の推進」を掲げている。実践指定校と

して 年目を迎え、生徒の実態や状況を踏ま

え、効果的かつ持続的な取り組みになるよう

全教職員で実践を進めている。

（２）学校としての取り組み

①教職員の意思統一

・ 年度当初の運営委員会や職員会議で、

の価値や手法について確認した。竹田市教

育委員会のリードで、市内の全中学校でコ

ラム学習に取り組んで４年経つこと、教職

員の多くがその意義を体感していること、

工夫をしながら継続していること等を説明

し、取り組みの詳細を協議した。特に本校

では全校挙げて日常化を図り、一定の成果

を得ていることも紹介した。

・ 国語科で生徒にレディネスアンケートを

実施。家庭での新聞購読率や興味関心、読

書の傾向、メディアやゲームとの接触等の

項の集約結果を職員会議で紹介し、問題意

識を共有。それらも踏まえ、 で育むべ

き力についても検討した。

↖授業にも活用

↑ の研修

←笑顔で準備

②環境整備

・ 職員室入り口や通路壁面に「 コーナー」

を継続して設置。「新聞一面読み比べ」「注

朝「」事記目 関連」等も設け、毎日更新。

・ 昨年度に続き、全校で毎週木曜日に取り

組む「木考（「もくこう」。造語。）スクラッ

プ」。専用コーナーを、各教室近くに常設。

↑「木考」終了 分前、各自で綴る。

（３）実践事例

⒈ 全校「朝 」

①目的

新聞記事に出会わせることで、時事力や

読解力、判断力や表現力を身につけさせる。

秀逸な文章である新聞コラムの読解や、スク

ラップの活動を継続させることにより、言語

感覚や感性を磨かせ、思考を深めさせる。

「新聞で学ぶ学校」づくり

～学校一丸！日常化の取り組みを通して～

竹田市立竹田南部中学校 教諭 佐藤美登里

－ 14 － － 15 －



（１）はじめに

本校の学校教育目標は「豊かな人間性を持

ち、たくましく未来を切り拓く生徒の育成」

である。その目標達成のための重点の一つに

「 の推進」を掲げている。実践指定校と

して 年目を迎え、生徒の実態や状況を踏ま

え、効果的かつ持続的な取り組みになるよう

全教職員で実践を進めている。

（２）学校としての取り組み

①教職員の意思統一

・ 年度当初の運営委員会や職員会議で、

の価値や手法について確認した。竹田市教

育委員会のリードで、市内の全中学校でコ

ラム学習に取り組んで４年経つこと、教職

員の多くがその意義を体感していること、

工夫をしながら継続していること等を説明

し、取り組みの詳細を協議した。特に本校

では全校挙げて日常化を図り、一定の成果

を得ていることも紹介した。

・ 国語科で生徒にレディネスアンケートを

実施。家庭での新聞購読率や興味関心、読

書の傾向、メディアやゲームとの接触等の

項の集約結果を職員会議で紹介し、問題意

識を共有。それらも踏まえ、 で育むべ

き力についても検討した。

↖授業にも活用

↑ の研修

←笑顔で準備

②環境整備

・ 職員室入り口や通路壁面に「 コーナー」

を継続して設置。「新聞一面読み比べ」「注

朝「」事記目 関連」等も設け、毎日更新。

・ 昨年度に続き、全校で毎週木曜日に取り

組む「木考（「もくこう」。造語。）スクラッ

プ」。専用コーナーを、各教室近くに常設。

↑「木考」終了 分前、各自で綴る。

（３）実践事例

⒈ 全校「朝 」

①目的

新聞記事に出会わせることで、時事力や

読解力、判断力や表現力を身につけさせる。

秀逸な文章である新聞コラムの読解や、スク

ラップの活動を継続させることにより、言語

感覚や感性を磨かせ、思考を深めさせる。

「新聞で学ぶ学校」づくり

～学校一丸！日常化の取り組みを通して～

竹田市立竹田南部中学校 教諭 佐藤美登里
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③中部中ﾄﾞﾘｰﾑｽｸｰﾙで新聞記者の講座実施

〜新聞を製作する・新聞の機能を学ぶ～

中部中ﾄﾞﾘｰﾑｽｸｰﾙとは「地域の先生の授業」の総

称である。本校では「社会に開かれた教育課程」

を実現するために、年間を通じ「夢」をﾃｰﾏに

名の地域の先生の授業を展開している。その中で、

大分合同新聞社記者の方に「新聞づくり講座」や

「記者の仕事」をﾃｰﾏに講演していただく。それに

より新聞への興味を喚起し、将来の職業としての

マスコミ関係への理解を深めた。また、本年度

月 日の 年生ﾄﾞﾘｰﾑｽｸｰﾙでは、 人の先生を招

いて小グループの講座を行った。講師として、大

分合同新聞社地域連携室長の三股秀明さんをお迎

えし、新聞社の使命ややりがいについてお話しい

ただいた。生徒は、新聞を前に真剣なまなざしで

聞いていた。

写真２ 「記者の仕事」をﾃｰﾏにした講座

（２）総合的な学習の時間「別府学」での新聞活

用 ～新聞を活用する～

総合的な学習の時間で組織的に新聞を活用する。

ＮＩＥの日常化に向けて新聞は常に教職員が目に

触れる場所に整理しおいている。また、１週間過

ぎた新聞も先生方がいつでも活用できるように保

管場所を明確にしておく。また、総合的な学習の

時間においてＮＩＥの取り組みを計画的に、組織

的に学年で取り組む。

教職員のなかには、総合的な学習だけでなく、

自分の教科の授業で新聞を活用するという意識が

高くなり、毎日、新聞を点検することが習慣化し

た教職員もでてきた。特に、社会科の教員は時事

問題に関して新聞を活用して話し合い学習をさせ

るなど活用に幅が出てきた。

写真３ 目に触れる場所に置いている新聞

（３）図書館での新聞活用～言語活動の充実～

言語活動の充実に向け、生徒が活字に親しめるよ

うに新聞の社説を活用する。図書館司書が国語科

と連携して、生徒に新聞に親しめるように工夫を

した。今話題の出来事と社説をつなげて紹介した

り、社説だけが読めるようなコーナーをつくった

り、と工夫した。おかげで昼休みは社説を読む生

徒が増えてきた。また、学校の教育目標などの重

点や、各行事などタイムリーな内容の記事を掲示

するとともに関連書籍なども紹介している。

写真４ 図書館の新聞コーナー
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写真５ 記事と関連のある書籍を展示

写真６ 学校の教育目標に関連する記事の展示

写真７ 社説の読み方をアドバイスした掲示

写真８ 手に取って読めるようにした社説

写真９ 社説をまとめたスクラップブック

資料３ 図書館に新聞記事掲載の記事
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（４）図書館と連携した授業での活用

①平和授業での活用

平和授業において、平和についての記事を活用

し授業を行うとともに、平和に関する社説と関連

する書籍を紹介し、感想を書かせる。

写真１０ 平和に関する社説と関連する書籍

写真１１ 戦争関連の記事の展示

② 図書館と連携した国語科での取り組み

ア 朝自習の活用

「テーマごとにまとめられた社説」のスク

ラップブックや掲示されている社説のうち、

生徒に深く考えさせたいテーマのものを朝

自習で読ませ、感想文を書かせる取組を実

施した。

イ 授業での活用

教科書の内容に沿ったテーマの社説を教材

として授業を行った。

③ 不登校生徒へのオンライン授業での新聞活用

本校は、不登校生徒のうち、ほとんど学校に来

ていない生徒に対してオンライン支援ルームと称

して、毎日、朝の会から、授業配信、帰りの会を

行っている。朝の会の折に、その日の気になるニ

ュースを紹介し解説をした。不登校生の中にはこ

の解説で新聞に興味を示す生徒も出てきた。

写真１２ オンライン授業での新聞活用

３、成果と課題

図書館での新聞活用により、生徒が活字に興味

をもてるようになってきた。特に、文字に親しま

せるためのさまざまな掲示を図書館にすることに

より、全校生徒の５月の貸し出し冊数が、前年度

は３８４冊から本年度８５３冊と倍以上に増えた。

また、図書館で新聞を読む生徒が増えた。

写真５ 記事と関連のある書籍を展示

写真６ 学校の教育目標に関連する記事の展示

写真７ 社説の読み方をアドバイスした掲示

写真８ 手に取って読めるようにした社説

写真９ 社説をまとめたスクラップブック

資料３ 図書館に新聞記事掲載の記事
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【県ＮＩＥ実践研究会】全国大会報告会を開催、子ども会議も充実

昨年度に続き、偶数月は大分合同新聞社本社で講演会・実践報告・ワークショッ

プを開催。奇数月は大分合同新聞社印刷センターで「すぐに授業で使える新聞ワー

クシートづくり」を実施。新規の実践指定校の教員も積極的に参加し、地域や社会、

災害報道の記事などから、授業に役立つワークシートづくりを行い意見交換した。 
8 月には、松山市で開かれたＮＩＥ全国大会の参加者 5 名から報告発表を行った。

大会テーマの「ICTでひらくＮＩＥ新

時代」に沿って、それぞれの立場や視

点から、タブレット端末が普及した

現在の学校現場におけるＮＩＥ活用

についての学びを共有した。紙と ICT
のバランス、リアルな体験に基づく

言語教育や社会意識の醸成などにつ

いて活発な意見交換も行われた。  
また、6 月に県立芸術緑丘高校の西村和文校長から大分合同新聞社掲載の新聞小

説と連携した「GIN プロジェクト」について、10 月には玖珠町教育委員会の衛藤

公彦 GIGA スクール推進室長から、同町の ICT を活用した教育について講演いた

だいた。それぞれ、社会と教育をつなげる先駆的

な取り組みが紹介され、多くの学びが得られる

場となった。 
12 月は堀泰樹県推進協議会長が「学びを深め

るための『新聞』活用」と題し、ＮＩＥの歴史や

学習指導要領における位置づけ、授業での活用

ポイントなどを講演し、参加者とＮＩＥの基本についてあらためて学んだ。 
そして 2 月には、恒例となった「第８回ＮＩＥ子ども会議」を開催。教育関係者

や家族が会場で見守る中、小 4 から高校

2 年まで 5 名の児童・生徒が堂々とした

発表や鋭い意見交換を行った。「楽しい授

業」「リアルなところがいい」「主体的、能

動的に取り組めた」といった発言があり、

子どもたち自身もＮＩＥの効果を自覚で

きている姿が伺えた。 
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